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かった(χ2=1.22, df=1, P=0.27)。 
拡大日常生活動作の内容の上位5件はグランドゴルフ19名(25.7%)、カラオケ10名(13.5%)、
旅行9名(12.2%)、農作業5名(6.8%)、ダンス5名(6.8%)であった。  
基本属性とPGCモラール・スケール、身体機能において拡大日常生活動作の有り群と無
し群との間で、PGCモラール・スケールの下位尺度の老いに対する態度と体重比握力、FR
T、OLS、TUGに有意差が認められた。拡大日常生活動作の有り群が無し群より優っていた。 
単変量解析において有意であった項目は、PGCモラール・スケールの下位尺度の老いに
対する態度と体重比握力、FRT、OLS、TUGであった。多重ロジスティック回帰分析を行
った結果、拡大日常生活動作の有無に影響する変数として、体重比握力とTUGが選択され
た(モデルχ2検定でp＜0.01)。年齢と性別を交絡として含めた結果から、体重比握力のオッ
ズ比は1.11(95%信頼区間1.00-1.23)、TUGのオッズ比は0.58(95%信頼区間0.37-0.90)であった。
変数の有意性は、体重比握力がp＜0.01、TUGがp＜0.01であった。このモデルのHosmer-Le
meshow検定結果は、p＝0.10で適合していることが示され、予測値と実測値の判別的中率は
87.2%であった。 
【結論】 
拡大日常生活動作の内容の上位5件はグランドゴルフ、カラオケ、旅行、農作業、ダンス
であった。拡大日常生活動作の有無に影響する変数として、体重比握力とTUGが選択され
た。拡大日常生活動作の有無で比較することで、握力やTUGといった身体機能に違いがあ
ることが示された。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
